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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年５月 15 日に公表いたしました平成 22 年 3 月期の業績予想を下記の通り修正いたし

ます。 

 

記 

 

１．平成 22 年 3月期 通期連結業績予想の修正（平成 21 年 4 月 1日～平成 22 年 3月 31 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 32,300 1,380 880 550 27 35 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 28,770 △1,340 △1,430 △2,300 △114 34 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △3,530 △2,720 △2,310 △2,850 － 

増 減 率           （％） △10.9 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年３月期） 
32,181 △147 △1,767 △2,263 △107 06 

 

２．修正の理由 

 金融危機に端を発した世界的景気後退は底打ち感が見られるものの、当社グループを取巻く経営環境は当初予想を大幅に

下回る状態であります。 

 売上高につきましては、計測・計量機器事業は、民間企業の設備投資抑制や経費圧縮による買い控えが続いていることか

ら、試験機、計測・制御・シミュレーションシステム、電子天秤、台秤等が予想を下回る見込であります。また、医療・健

康機器事業は、家庭用血圧計の主要マーケットであるロシアの景気回復が遅れていることから予想を下回る見込であります。 

 利益につきましては、販売費及び一般管理費の圧縮に努めているものの売上高減少による影響を吸収するには至らず、営

業利益・経常利益・当期純利益を見込んでおりましたが、それぞれ営業損失・経常損失・当期純損失を計上する見込となり

ました。 

 

（注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


